






























































































































































































































































































































































































































































































































白抜き文字を塗ることをAsにほぼ委ねる     
白抜き文字を自分一人で塗る 白抜き文字を塗ることをAsに一部委ねる 
工作的工作行動 工作的呪術行動 
呪術的工作行動 呪術的呪術行動 
（2）ミヅキの場合
Gブロックを仲立ちとした学習活動は，ミヅキからの“作って”｛Gブロックを指す｝という依
頼を受けて，係わり手が任意の立体を作ることから始まった（ミヅキの呪術的呪術行動とAaの工
作的工作行動による活動の展開）．やがてミヅキは見本図で立体を指定することで，“何を作って
ほしいか”について伝えられるようになった（ミヅキの呪術的工作行動とAaの工作的呪術行動に
よる活動の展開）．同時にミヅキはAaの組立操作を見るようになり，立体の分解操作にも取り組
むようになった（ミヅキの工作的工作行動の成立）．ミヅキが操作過程への関心を持つようになっ
たことを受けて，Aaはピースの種類や数，組立過程，ピースやパーツの位置などについて，自
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身の中継ぎ過程系を言語化し，より詳細な働きかけをするようになった．するとミヅキは係わり
手の行動を真似て自らなぞり直す行動を起こすようになり（ミヅキの工作的呪術行動とそれを支
えるAaの呪術的工作行動による活動の展開），それに伴いミヅキ自身の分かることは増えていっ
た．“次はこのピースだね ”｛係わり手にピースを選んで渡す｝と必要となるピースをAaに渡す
といったことも生じるようになり（ミヅキの呪術的工作行動とAaの工作的呪術行動による活動
の展開），さらに，ミヅキ自らが組立操作の一部を行おうとする行動に繋がっていった（ミヅキの
工作的工作行動へ）．また，ミヅキはAaの操作をなぞり直すという自身の労働を通して係わり手
の中継ぎ過程系を取り込み，指し手となって係わり手に指示をすることで立体の組立・分解を行
うようになった（中継ぎ過程系の高次化と呪術的工作行動の発展）．ここで，ミヅキが係わり手の
組立手順を忠実に再現して係わり手に指し示すことは，Aaの行動のなぞり直しではなく，ミヅキ
自身の中継ぎ過程系を仲立ちとした他者の労働による自全態化（Aaの工作的呪術行動によるミ
ヅキの呪術的工作的行動の成立）であると捉えることができる．その後には，ミヅキが独自の組
立の順番を示したり，オリジナルな立体を作り上げたりするといった展開も生まれた．ここでも
ミヅキには組立操作の一部を行おうとする行動が見られるようになった（呪術的工作行動から工
作的工作行動へ）．操作の内容は大まかな位置にピースを置く，並べるといったことから，ピース
同士の凹凸関係を考えてはめ込もうとする，正確な位置に置こうとするなど，詳細化されていっ
た．
他者の操作を見る・説明を聞く－他者の操作をなぞる－ピースを選ぶ／他者の組立を指示する
－自ら組立操作を行うという行動は続けて起きており，呪術的工作的行動から工作的呪術行動を
図9．呪術と工作の関係から見た立体の認識活動の展開
工作的工作行動 工作的呪術行動 
呪術的工作行動 呪術的呪術行動 
“作って”と立体の組立を依頼する 
ピースやパーツをほぼ正確な位置に置く 
ピースの凹凸を組み合わせようとする 
ピースやパーツを大まかな位置に置く 
立体（一部）の分解操作を行う 
ピースを組む－外すことを繰り返して係わり
手の行動をなぞり直す 
“～を作って”と立体を指定して組立を依頼す
る 
組立の順番を示して、係わり手に作ってもらう 
ピースの種類と位置を指して、オリジナルな
立体を係わり手に作ってもらう 
組立に必要なピースを係わり手に渡す 
組立を依頼した立体の組立・分解操作を見る 
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経て，中継ぎ過程系の高次化が生じ，呪術的工作行動の発展，さらには工作的工作行動の実現に
到ったものと考えられる．この様相を図9に示す．
Ⅴ．考察
1．呪術的呪術行動から工作的工作行動への展開の意味
本稿で取り上げたマサトおよびミヅキとの係わり合いは，いずれも呪術的呪術行動から呪術的
工作行動，そして工作的工作行動への流れとしてその展開をとらえることができる．いずれの事
例においても活動は子どもの呪術的呪術行動として展開し始めた．マサトとの係わり合いにおい
ては，「○○」もしくは「○○って書く」といった音声言語発信が，ミヅキとの係わり合いにおい
ては，指差しによる「何か作って」という発信が共同活動成立の起点となっている．その後の呪
術的行動から呪術的工作行動への移行過程においては，いずれの事例においても，子どもの呪術
的呪術行動をベースとして展開する活動をさらに発展させるようなやりとりが，当初は係わり手
からの提案として積み重ねられ，次第に子どもからの発信として発現するようになった過程がみ
てとれる．マサトとの係わり合いにおいては，どのような字体で書くのか，どこに書くのか，書
く文字の大きさやスピードといったことをめぐるやりとりは，当初係わり手であるAsから提案
されていた．それが次第にマサト自身に取り込まれ，「ここ，白抜きでマサトって書く」とマサ
トが発信するようになった．そして，Asが発していた「縦，横…」といった音声言語発信をマサ
ト自身もつぶやくようになる，さらにはマサトの「縦，横…」という音声言語発信が先行してAs
がそれに合わせてペンを動かすという過程を経て，マサトが自分で白抜き文字を書くといった行
動が実現した．こうした経過からは，係わり手に向けられていたマサトの発信がマサトの中継ぎ
過程系の中に組み込まれ，自己発信・受信されることで，自分で白抜き文字を書くという工作的
工作行動の実現に至ったことが推察される．
つまり，呪術的工作行動から工作的工作行動への展開とは，呪術的工作行動を豊かに展開しよ
うとする中で交わされる係わり手とのやりとりが子ども自身の内に取り込まれ，子ども自身の中
継ぎ過程系において自己発信・受信されるようになる過程であり，呪術的工作行動の展開は，子
どもの工作的工作行動の発現基盤となるものであるといえよう．
同様に，ミヅキとの係わり合いにおいても，当初はAaからミヅキに対する説明として示され
ていたピースの種類や填める位置をめぐるやりとりが，次第にミヅキからの指示として発信され
るようになる過程を経て，ミヅキ自身の労働によるブロックの組み立てが実現している．ただし，
ミヅキとの係わり合いにおいては，呪術的工作行動として活動が展開する中で，ミヅキがAaを真
似てブロックの組み立てに取り組むという工作的呪術行動への移行がみられている．こうした工
作的呪術行動の発現は，活動を展開する中で生じたミヅキの“同じようにやってみたい”という思
いの現れとして捉えることができる．そしてミヅキはAaと同様の操作を繰り返すことによって，
Aaの中継ぎ過程をなぞり，確かめていたものと考えられる．つまり，呪術的工作行動から工作的
福井大学教育・人文社会系部門紀要（教育科学），1，2016222
呪術行動への移行は，係わり手の中継ぎ過程系を自身の操作を通して確かめる過程として位置づ
けることができよう．
このように，子どもの呪術的呪術行動をベースとした呪術的工作行動の展開は，やりとりとし
て現われる係わり手の中継ぎ過程系を子どもが自身の内に取り込んでいく過程であり，呪術的工
作行動の繰り返しや工作的呪術行動への移行は，自身の内に取り込みつつある中継ぎ過程系を子
どもがより確かなものにしようとする過程として捉えることができる．そうした繰り返しによっ
て子ども自身の内に根づいた中継ぎ過程系が，子ども自身の労働による工作的工作行動の実現を
支えるものと考えられる．つまり，子どもの工作的工作行動の実現にあたっては，その中継ぎ過
程系の確立を支えるようなやりとりが不可欠であるといえるだろう．
2．他者による代替操作を通した学習としての工作的呪術行動
ミヅキは病気の特性上，運動の制約が大きいことから，ミヅキが一人で完遂できること，工作
的工作行動は大きく制限されている．また，進行性の病気であることから，現在発現可能な工作
的工作行動についても，今後はその自全態化が難しくなっていく可能性が極めて高い．実際，Aa
との係わり合いにおいても，病状の変化に伴ってミヅキはかつて取り組んでいた自身の教材操作
を伴う学習活動を拒否するようになり，ブロックを使った呪術的呪術行動を盛んに展開するよう
になっていった．こうした展開は，一見するとミヅキの主体的な取り組みの減退として捉えられ
がちである．
しかし，これまで述べてきたような経過を経て，ミヅキの呪術的呪術行動は，ミヅキ自身が指
し手となってAaに活動の展開を細やかに指示しそれを係わり手が実現するという呪術的工作行
動として展開するようになった．係わり手に細やかに指示を出すミヅキの行動は，自身が工作的
工作行動を展開するのと同じような中継ぎ過程系活動がミヅキ自身の中に生じていることを示唆
しているといえよう．
肢体不自由や重篤な病気などによって子どもに大きな運動制限がある場合，子どもが自在に教
材や玩具等を操作する工作的工作行動の発現や展開には制約がある．そうした中，ミヅキの事例
は，直接的に本人の工作的工作行動の成立を目指さなくとも，子どもの呪術的呪術行動をベース
とした呪術的工作行動を展開することで，子どもは自分の操作を他者に代替させながら学んでい
くことができるということ示している．こうした視点は，ことに重い障害を有する子どもとの係
わり合いにおいて，極めて重要な意味をもつものであると考える．
3．他者との関係構築としての工作的呪術行動
マサトとの間に展開した字を書く活動において，活動の実働部分である“字を書くこと”そのも
のは係わり手であるAsが担っていることがほとんどであった．また，活動の展開を支えるやり
とりも当初は係わり手からの提案として積み重ねられており，活動においては係わり手の中継ぎ
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が優勢となっていたといえる．一般に，子どもの主体的な取り組みといった場合には，子ども自
身が活動の実働を担うことを意味している場合が多いことから，マサトとの係わり合いにおいて
は，一見するとマサト自身は活動に取り組んでいないかのように見えるかもしれない．ことに，
マサトは自分自身で字を書くことが可能であることから，Asに字を書くことを繰り返し依頼す
るマサトの姿は，自分ができることを他者に指示してやらせている，“甘え”の姿として捉えられ
ることもあろう．
しかし，子どもの呪術的呪術行動や呪術的工作行動の展開を支えるということは，係わり手が
子どもの手足となって子どもの行動の自全態化を支えるということに他ならない．そのことはす
なわち，子どもにしてみれば，自身の発信が受け止められ，認められるということを意味してい
るといえる．したがって，呪術的呪術行動および呪術的工作行動を豊かに展開することは，子ど
もの発信を丁寧に受け止めることを通して，子どもとの関係を創り上げていくことであるといえ
よう．実際，マサトとの係わり合いにおいては，マサトの呪術的呪術行動をベースとした呪術的
工作行動を展開していく中で，係わり合い当初に生じていた緊張関係はほぐれ，Asに対する身体
的な接近が生じたり，Asからの提案に応じたりする様子が見られるようになった．
一方，運動上の制約が大きく，他者の力を抜きに日常生活を送ることが極めて難しいミヅキに
おいても，他者が自分の発信を受け止めてくれるかどうか，他者が自分の手足となって動いて
くれるかどうかは，極めて重要な問題である．ミヅキの呪術的呪術行動および呪術的工作行動と
してのブロック操作活動は，ブロックの組み立てに関する認識を深める学習活動であるのと同時
に，自身の発信を受け止め，自分の手足となって対応するAaやAnとの関係や，他者に受け止め
られる存在としての自己を繰り返し確かめる意味合いをも有していたといえるだろう．
4．工作的工作行動から呪術的呪術行動への展開の意味
マサトとの係わり合いにおいては，“字を書く”活動をめぐって呪術的呪術行動から工作的工作
行動に至る過程が見出されたが，一方，“白抜き文字を塗る”活動の展開過程においては，工作的
工作行動から呪術的呪術行動への移行という展開もみられた．工作的工作行動から呪術的呪術行
動への移行は他者に自身の行動や活動を委ねるということを意味しているが，こうした事態はど
のようにして生じたのであろうか．
マサトとの係わり合いにおいて，マサトは当初，他者からの指示や提案，自身が取り組んでい
る活動を他者に委ねることに対して拒否的な反応を示すことがほとんどであった．しかし，“字を
書く ”活動がマサトのイニシアチブのもとに，マサトの呪術的工作行動として展開する中で，白
抜き文字を塗るという活動をAsに委ねるというように，マサトが工作的工作行動として取り組
んでいた活動も呪術的な関係の中で展開することが可能となった．マサトの工作的工作行動から
呪術的呪術行動への移行にあたっては，呪術的工作行動がさしはさまれており，こうした経過か
らは，工作的工作行動から呪術的呪術行動への中継ぎとして呪術的工作行動が位置づいているこ
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とが示唆される．つまり，自身が取り組んでいた活動をそのままAsに委ねるのではなく，呪術
的工作行動として展開することを通して，マサトは自身が直接に労働を担わなくとも，自身のイ
ニシアチブのもとに活動が展開できることを確かめていたことが推察される．そのことはすなわ
ち，Asが信頼に足る人物であるかどうかを確かめるということであったといえよう．そうした過
程を経て，マサトは呪術的呪術行動として自身の活動をAsに委ねることが可能になったものと
推察される．
また，マサトが白抜き文字を塗ることをAsに委ねるようになる以前から，字を書く活動におい
てはAsとの間に呪術的な関係が成立しており，そうした関係が白抜き文字を塗る活動における
呪術的な関係の成立を下支えしていたとも考えられる．
なお，この間，マサトは一人で家の絵を描くのと並行して，Asに次々と字を書くように発信す
ることで，自身の工作的工作行動と呪術的呪術行動を同時に発現する様子を示している．こうし
たマサトの行動は工作的工作行動の展開を維持しながらも，一方では，他の活動においてAsと
の間に呪術的な関係を維持しようとしていたものと捉えることができる．家を描く活動そのもの
をAsに委ねるといった展開は生じなかったものの，マサトが工作的に取り組んでいた活動をAs
に委ねるようになる過程において，工作的工作行動と呪術的呪術行動の同時並行的な発現がみら
れたことは，工作的工作行動から呪術的工作行動への移行過程における一つの特徴として位置づ
けられよう．なお，本稿では取り上げていないが，ミヅキの場合にも，玩具を容器間で移し替え
るという工作的工作行動と，係わり手に積み木の連結と分解を続けさせるという呪術的呪術行動
が，同時並行的に発現することが見られた．こうした行動はミヅキの体調が厳しい状況で生じる
ことが多いことを考えると，ミヅキにおける工作的工作行動と呪術的呪術行動の同時並行的な発
現は他者との繋がりを確かめつつ自身の存在を確認するための精一杯の行動であったのではない
かと考えられる．
Ⅵ．今後の課題
本稿では，障害のある子どもとの共同活動の様相について子どもの行動経過に主な焦点を当て
て検討を行なったが，本来，子どもの呪術的呪術行動は係わり手の工作的工作行動によってその
実現が支えられており，子どもの呪術的工作行動は係わり手の工作的呪術行動によって自全態化
するものである．また，子どもの工作的呪術行動は係わり手の呪術的工作行動によって支えられ
るものである．このように，子どもの行動は，共に活動に取り組む係わり手の行動との関係の中
で展開するものであり，実際の係わり合いにおいては，子どもと係わり手の呪術と工作が瞬時に
入れ替わりながら活動は展開しているといえる．
しかし，本稿では，紙面の都合上，共に活動に向かう係わり手の行動を取り上げて検討するこ
と，ならびに両者の関係を相互に関係付けながら検討することはできなかった．したがって，今
後は，子どもの主体的な行動と共同活動の展開を支える係わり手の行動展開と両者の関係に焦点
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を当てた詳細な検討を行なう必要があろう．それにより，子どもの主体的な活動としての共同活
動の展開を支える係わり手のあり方がさらに明らかになるものと考えられる．
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